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円柱座標を図一 1のようにとり、 r，8， z軸方向
の変位を U， V， W、応力成分を f1r， d' e J σz ， 
r阿， τez， r zrとする。ねじり波動のみが伝播す
る場合
U W 1 r 1 e 1 z r rz O. • (1) 
とおくことが出来、ねじり波動の伝播速度をVとす
れば、このとき残りの変位および応力成分は
f fexp{iω(t-z/V)} . . (2) 
と表わせる。この時の波動方程式は 図-1 円柱座標。τrz/dr +2rrz/r + drez/dz ρdZ V / d t 2 • • • • (3) 
であり、これの変位vおよび応力成分 τ刊は円筒の場合に
V Vb C(リ (Nμr)+ ¥1. C叫 (Nρ....(4) rre = N....{ ち X~(N..r) +丸 x~)(N;.<r) } .••• (5) 
ただし、 Ni =ω2 (1/V2 _ p/μ) = (ω/V)2 (1 _VZ/V;) = (π/ t ) 2 (1 -V'/ v; ) . t:半波長
C'釦(Nr)=RT(Nr)/RT(Nh)，Z1j(Nr)zRt(Nr)/RT(Nh) ・…・ (6)
可(Nr) 1i (Nr) K1 (Nat_) + (ー1)'1{ (NaμKi(Nr) …・(7)
ここで、 k=l， 2. j=l， 2， ao =a2 =a， al =b. 
とする。円柱の場合は、 a 0とおけば¥1，，=0であるから
'Vc=むCC(Nμr) .... (8) T品=可FNf< x;(Njlr) 
CC (Nr) 1， (Nr) /し (Nb) ，ピ (Nr) 1z(Nr)/lj(Nb) τp 





i )円筒と円柱の境界 r a2 で
一~ Vー~\Vaz v(J.c， ..=l.z- . r-=az.l 
p、ー、〆、-c 、r re }r=az= r re )y'=az 
.... (11) 
... (12) 
i )円筒の外周 r a 1 で
r re )，，，'a.， =。 . (13) 






N'L， {~ X'リ(NJ1，a2 ) +丸.X';'(~μ ， a 2 ) } μf 山 pμ
= ~~Nμz x;' (Nμ . a 2 ) 





















/1 1 Ye.ν0.3. 
ρ2 /ρ1 = 3.2 (むase日1)
EI /E2 7.0，ν0.3 一ー一一-a.!l 1./.，-一一一一
/12 Ye， PI /ρ3.2 図-3 一次の分散曲線(Case-I) 
(Case-I ) について、 a1 
1.6 
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柱としたときのせん断波の 図-5 一次の分散曲線(Case-1 1) 図-6 二次の分散曲線(Case-1 I)
速度と一致し、波長零では、弾性定数の小さな方のせん断波の速度に一致している。 al1t<1.0の範囲で
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